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フ
ッ
サ
!
ル
の

「
世
代
発
生
的
考
察
」

に
つ
い
て田

直

哉

フ
ッ
サ
l
ル
は
後
期
の
思
索
の
中
で
「
歴
史
」
の
問
題
、
と
り
わ
け
人
類
が
歴
史
上
、
固
有
の
文
化
と
し
て
育
ん
で
き
た
「
学
問
」

(
1
)
 

の
伝
統
を
取
り
上
げ
主
題
的
に
考
察
し
た
が
、
「
歴
史
」
を
め
ぐ
る
彼
の
超
越
論
的
分
析
は
一
九
三

O
年
を
ほ
ぼ
境
に
し
て
、
人
間
や
動

物
た
ち
の
織
り
成
す
「
世
代
。

2
2
E
Zロ
」
と
い
う
事
象
を
巻
き
込
み
つ
つ
徐
々
に
拡
大
さ
れ
、
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
中
で
彼
は
、
世
代
聞
の
連
鎖
的
関
係
を
し
ば
し
ば
E

向。ユ℃
P
E
N
8
3
も
し
く
は
そ
の
名
詞
形

ε司

2
G白
山
口

Ngmww
と
い
う
語
に
よ

っ
て
形
容
し
て
い
る
。
こ
の
語
に
は
「
繁
殖
」
と
「
伝
播
」
と
い
う
こ
つ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
「
世
代
」
に
関
す
る
彼

の
考
察
も
こ
の
二
義
に
応
じ
て
、
「
生
の
繁
殖
」
を
め
ぐ
る
も
の
と
「
意
味
の
伝
播
」
に
関
わ
る
も
の
と
に
差
し
当
た
り
は
大
別
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
そ
こ
で
は
一
方
に
お
い
て
、
或
る
世
代
が
後
世
を
担
う
べ
き
子
孫
を
残
し
、
「
生
」
の
連
鎖
を
紡
い
で
ゆ
く
生
物

学
的
な
進
化
発
展
の
過
程
が
超
越
論
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
他
方
で
は
、

そ
れ
ら
諸
世
代
を
通
じ
て
、
人
聞
の
構
成
的
能
作

の
所
産
が
「
伝
統
」
と
し
て
継
承
さ
れ
る
、
精
神
的
な
「
意
味
」
伝
達
の
過
程
が
考
察
さ
れ
る
。
「
厳
密
な
学
的
哲
学
」
の
樹
立
を
終
生

の
課
題
と
し
た
フ
ッ
サ
l
ル
に
あ
っ
て
、
人
間
の
文
化
的
伝
統
を
め
ぐ
る
後
者
の
分
析
は
、

と
り
わ
け
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
端
を
発
す
る

33 

「
晶
子
問
」
の
伝
統
へ
と
焦
点
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
三

0
年
代
以
降
の
フ
ッ
サ
l
ル
は
、
「
繁
殖
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
「
世
代
」
を
通
じ
て
「
意
味
」
が
発
生
し
「
伝
播
」

す
る
と
い
う
歴
史
性
の
世
代
発
生
的
側
面
に
注
目
し
、
こ
う
し
た
事
態
を
可
能
に
す
る
も
の
を
「
世
代
性
の
め

5
5再
三
日
己
と
い
う
独

自
の
超
越
論
的
概
念
で
捉
え
た
。
近
年
、

ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
は
こ
の
方
面
で
の
フ
ッ
サ
l
ル
の
断
片
的
な
諸
草
稿
を
詳
細
に
吟
味
し
て
、

「
世
代
」
が
論
究
さ
れ
る
際
、
な
か
ば
無
自
覚
的
に
遂
行
さ
れ
て
い
た
分
析
方
法
を
明
示
化
し
、
「
世
代
発
生
的
現
象
学
」
と
い
う
新
た

(
2
)
 

な
現
象
学
的
方
法
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
。

本
稿
で
は

フ
ッ
サ
l
ル
が
遺
稿
の
中
に
書
き
残
し
た
多
面
的
で
体
系
的
な
纏
ま
り
を
欠
く
「
世
代
発
生
的
」
考
察
に
焦
点
を
当
て
、

第
一
節
で
は
ま
ず
、
彼
の
思
索
に
お
い
て
「
世
代
」
と
い
う
も
の
が
そ
も
そ
も
問
わ
れ
る
べ
き
「
事
象
」
と
し
て
差
し
迫
っ
て
き
た
内

的
な
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
。
第
二
節
で
は
こ
の
考
察
の
内
実
を
、
自
然
科
学
的
意
味
で
の
「
個
体
発
生
」
と
「
系
統
発
生
」
を
手
引

き
と
し
て
「
発
生
」
の
観
点
か
ら
概
略
的
に
示
す
。
第
三
一
節
で
は
、

ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
ら
の
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、
異
文
化
理
解
に
つ

い
て
の
世
代
発
生
的
考
察
を
取
り
上
げ
る
。

第
一
節

世
代
発
生
的
考
察
の
動
機
に
つ
い
て

人
聞
を
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
動
植
物
が
形
成
す
る
「
世
代
」
と
い
う
も
の
が
な
ぜ
、
超
越
論
的
現
象
学
の
「
事
象
」
と
し
て
殊
更
、
問

い
質
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
本
節
で
は
そ
の
動
機
も
し
く
は
意
図
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

そ
も
そ
も
世
代
発
生
的
問
題
は

フ
ッ
サ
l
ル
の
超
越
論
的
現
象
学
の
体
系
内
に
お
い
て

い
か
な
る
位
置
を
占
め
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
そ
の
所
在
に
つ
い
て
は
、
例
、
え
ば
三

O
年
の
「
大
き
な
体
系
的
著
作
」

の
執
筆
計
画
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ

の
構
想
案
に
よ
る
と
、
「
体
系
的
著
作
」
は
全
五
巻
か
ら
成
り
、
第
一
巻
お
よ
び
第
二
巻
で
は
「
自
我
論
的
意
識
論
の
基
礎
」
や
「
自
我



論
的
現
実
の
構
成
」
と
い
っ
た
、
意
識
志
向
性
の
「
差
し
当
た
り
は
静
態
的
」
な
構
造
分
析
が
論
じ
ら
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
第
三
巻
で
は
「
受
動
的
発
生
の
理
論
、
連
人
口
」
の
問
題
な
ど
、
発
生
的
分
析
が
導
入
さ
れ
る
。
以
上
の
三
巻
は
い
わ
ゆ
る
「
独

我
論
的
」
現
象
学
に
相
当
し
、
他
者
と
の
共
同
性
に
関
わ
る
「
相
互
主
観
性
」
や
「
自
己
移
入
」
、
「
史
的
世
界
の
構
成
」
と
い
っ
た
諸

問
題
は
、
続
く
第
四
巻
の
主
題
と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
フ
ッ
サ
l
ル
は
最
終
第
五
巻
の
構
想
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

フッサールの「世代発生的考察Jについて

「
客
観
的
世
界
の
超
越
論
的
発
生
。
人
間
お
よ
び
人
類
の
超
越
論
的
発
生
。
世
代
発
生
の
問
題
。
自
己
保
存
、
真
正
性
に
お
け
る
人
間

(
3
)
 

の
問
題
、
人
類
と
運
命
。
目
的
論
的
問
題
お
よ
び
神
の
問
題
」
。

こ
の
よ
う
に
世
代
発
生
的
問
題
は
、
他
者
や
歴
史
を
め
ぐ
る
諸
分
析
に
後
続
し
な
が
ら
、
「
人
類
」
と
「
客
観
的
世
界
」
の
相
関
的
な

「
超
越
論
的
発
生
」
や
「
目
的
論
」
な
ど
と
い
っ
た
主
題
と
と
も
に
、
独
立
し
た
最
後
の
一
巻
を
成
す
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
た
。

実
際
、
「
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
の
中
で
フ
ッ
サ
l
ル
は
、
「
誕
生
と
死
」
や
「
動
物
性
〉
巳
自
白
]
山
口
洋
の
世
代
連
関
」
を
例
に
挙
げ
つ
つ
、

こ
れ
ら
の
現
象
学
的
解
明
は
「
明
ら
か
に
高
い
次
元
に
属
す
る
」

(
F
E匂
)
と
述
べ
、
あ
り
得
べ
き
考
察
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
に
と
ど

ヴ
ァ
ル
デ
ン
フ
ェ
ル
ス
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
私
が
他
者
と
と
も
に
世
界
に
生
ま
れ
、
世

(
4
)
 

界
の
う
ち
に
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
他
者
か
ら
生
ま
れ
、
他
者
へ
と
生
を
継
承
す
る
当
巳
ぽ
ユ
与

g
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
」
。

め
て
い
る
。
そ
も
そ
も
「
世
代
性
」
と
は
、

し
か
し
他
者
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
、
他
者
を
生
み
出
し
得
る
存
在
と
し
て
、
「
私
」
を
そ
の
生
殖
的
な
「
世
代
性
」
の
契
機
か
ら
把
握

す
る
こ
と
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
発
生
的
な
分
析
を
要
求
し
、
「
第
五
省
察
」
に
お
い
て
時
間
性
を
度
外
視
し
た
上
で
展
開
さ
れ
る
自

他
の
静
態
的
分
析
で
は
不
可
能
な
試
み
に
留
ま
る
。

ま
た
、
客
観
的
世
界
の
調
和
的
構
成
と
い
う
「
第
五
省
察
」
本
来
の
主
旨
か
ら
見
て
も
、
静
態
的
な
枠
組
み
の
中
で
提
示
さ
れ
る
「
相

35 

互
主
観
性
」

の
概
念
で
は
「
世
代
」

の
う
ち
に
点
在

の
連
鎖
を
射
程
に
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

フ
ッ
サ
l
ル
は
「
無
限
の
空
間
」
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す
る
人
聞
や
動
物
た
ち
の
「
モ
ナ
ド
的
共
同
性
」
を
「
超
越
論
的
な
相
互
主
観
性
」
と
呼
ぶ
が

(
F
5
8
、
世
界
の
相
互
主
観
的
構
成
を

真
撃
に
解
明
し
よ
う
と
す
る
限
り
、

そ
の
モ
ナ
ド
的
な
相
互
主
観
性
が

い
わ
ば
「
無
限
の
時
間
」
に
お
い
て
遂
行
す
る
で
あ
ろ
う
構

成
の
諸
能
作
も
ま
た

と
も
に
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

『
省
察
』
以
降
フ
ッ
サ
l
ル
は
、
相
互
主
観
性
の
分
析
を
発
生
的
な
次
元
へ
と
展
開
し
、
世
界
構
成
に
歴
史
的
に
参
与
し
て
き
た
、

ま
た
参
与
し
得
る
他
者
た
ち
を
様
々
な
角
度
か
ら
分
析
す
る
。
世
代
を
め
ぐ
る
問
題
の
地
平
は
、
こ
う
し
た
思
索
の
深
化
の
中
で
切
り

拓
か
れ
た
と
言
え
る
。
「
超
越
論
的
相
互
主
観
性
に
は
そ
の
核
に
お
い
て
、
誕
生
と
死
を
伴
っ
た
世
代
発
生
的
な
も
の
が
属
す
る
」

(
同
}
口
戸
∞
吋
)
と
言
わ
れ
る
と
き
、
単
に
両
親
か
ら
生
ま
れ
子
を
生
む
で
あ
ろ
う
「
私
」
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
太
古
の
昔
か
ら
巣

て
し
な
い
未
来
へ
と
「
生
」
を
紡
ぎ
「
意
味
」
を
継
承
し
続
け
る
「
わ
れ
わ
れ
」
の
包
括
的
な
世
代
連
闘
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
と
と
も
に
、
世
代
発
生
的
考
察
に
込
め
ら
れ
た
学
問
論
的
意
図
も
ま
た
推
察
さ
れ
よ
う
。
哲
学
の
究
極
的
な
基
礎
づ
け
と
い
う

フ
ッ
サ

i
ル
の
目
論
見
は
周
知
の
よ
う
に
『
危
機
』
に
お
い
て
、
現
象
学
の
歴
史
的
基
礎
づ
け
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
公
に
さ
れ

た
。
彼
は
哲
学
史
の
内
側
に
「
目
的
論
的
統
こ
を
見
出
し
、
過
去
か
ら
未
来
へ
永
続
す
る
学
問
の
理
念
を
語
り
出
し
た
。
哲
学
は
事

実
上
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
者
の
総
体
に
つ
い
て
の
学
と
し
て
誕
生
し
た
が
、
「
こ
こ

(
H
ギ
リ
シ
ア
で
の
原
創

設
)
に
、
目
的
論
的
な
端
緒
が
、
即
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
精
神
一
般
の
真
の
誕
生
が
存
す
る
」
(
〈
戸
芯
)
。
そ
し
て
そ
の
「
原
創
設
」
以
来
、

「
哲
学
即
ち
学
問
と
は
、
人
間
性
そ
の
も
の
に
『
生
得
的
な
」
、
普
遍
的
理
性
を
開
示
す
る
史
的
運
動
で
あ
ろ
う
」
(
〈

F
Eご
と
彼
は

一言、っ。そ
れ
で
は
超
越
論
的
現
象
学
の
成
立
に
よ
っ
て
、
学
問
は
こ
の
「
史
的
運
動
」
に
終
止
符
を
打
ち
、
首
尾
一
貫
し
た
完
成
形
態
と
し

て
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
ブ
リ
タ
ニ
カ
草
稿
」
は
次
の
よ
う
に
締
め
括
ら
れ
て
い
る
。
「
現
象
学
は
現
象
学
者
に
対
し
て
、
自



分
だ
け
で
哲
学
的
体
系
の
理
想
を
手
に
す
る
と
い
う
欲
望
を
諦
め
る
よ
う
要
求
す
る
が
、

や
は
り
他
者
と
の
共
同
性
に
お
い
て
謙
虚
に

働
く
者
と
し
て
、
永
遠
の
哲
学
の
た
め
に
生
き
る
よ
う
に
要
求
す
る
」
(
同
}
P
S
H
)

と
。
「
省
察
』
に
お
い
て
も
彼
は
「
絶
対
的
な
基
礎

づ
け
に
基
づ
く
普
遍
的
な
学
と
し
て
の
哲
学
と
い
う
デ
カ
ル
ト
的
理
念
の
具
体
的
な
可
能
性
」
を
称
揚
す
る
一
方
、

そ
の
理
念
の
「
実

際
的
な
遂
行
可
能
性
」
は
「
無
限
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
留
ま
る
こ
と
を
当
然
の
如
く
承
認
し
て
い
た

(戸){吋∞)。

フッサールの「世代発生的考察Jについて

従
っ
て
世
代
発
生
的
考
察
は
、
「
相
互
主
観
的
」
分
析
が
「
歴
史
性
」
の
次
元
へ
と
拡
大
、
深
化
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
生
の
連
鎖

や
そ
れ
を
貫
徹
す
る
意
味
伝
播
の
過
程
が
現
象
学
の
「
事
象
」
と
し
て
前
景
化
し
た
こ
と
と
並
び
、
現
象
学
そ
の
も
の
の
基
礎
づ
け
が

実
際
上
は
後
世
に
託
さ
れ
る
べ
き
「
無
限
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
あ
る
と
の
自
覚
の
深
ま
り
か
ら
要
請
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き

そ
れ
は
「
互
い
と
と
も
に
、
ま
た
互
い
に
対
立
し
合
う
研
究
者
た
ち
の
聞
か
れ
た
世
代
の
連
鎖
。

2
2巳
Z
E
W
E
R」
(
ぐ
戸

ω
ミ
)
の
中

で
、
繰
り
返
し
探
求
さ
れ
る
べ
き
無
限
の
テ
ロ
ス
に
他
な
ら
な
い
。

第
二
節

「
世
代
」
に
つ
い
て
の
「
発
生
」
的
考
察

そ
れ
で
は
世
代
発
生
的
考
察
に
お
い
て
は
具
体
的
に

い
か
な
る
事
象
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
内
実
が
差
し
当

た
り
は
「
生
の
繁
殖
」
と
「
意
味
の
伝
播
」
に
二
分
さ
れ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
「
世
代
」
と
い
う
事
象
を
自
然
的
に
受
け
取
る
限

り
、
生
殖
に
よ
る
世
代
形
成
が
意
味
伝
播
の
前
提
を
為
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
従
っ
て
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
「
誕
生
と
死
」

の
現
象
で
あ
る
。
三

0
年
代
以
降
、

フ
ッ
サ

l
ル
は
「
世
界
と
、
誕
生
お
よ
び
死
を
(
従
っ
て
世
代
性
を
)
、
真
剣
に
本
質
関
係
の
う
ち

に
置
く
こ
と
」
(
凶
戸
見
回
)
の
意
義
に
目
を
向
け
た
が
、
「
死
」
に
つ
い
て
は
今
は
措
く
と
し
て
、
本
節
で
は
「
誕
生
」
の
現
象
を
自
然

37 

科
学
的
意
味
で
の
「
発
生
」
の
問
題
と
結
び
付
け
、
「
世
代
」
の
「
発
生
」
を
め
ぐ
る
諸
考
察
に
焦
点
を
当
て
る
。
こ
の
方
向
に
お
い
て
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フ
ッ
サ
l
ル
は
「
身
体
的
(
純
粋
に
生
物
学
的
)
な
個
体
発
生
お
よ
び
系
統
発
生
」
と
、
「
心
理
学
的
系
統
発
生
」

(
F
E∞
)
と
い
う
問

題
を
示
唆
し
て
い
る
。
「
身
体
的
(
純
粋
に
生
物
学
的
)
」
発
生
と
「
心
理
学
的
」
発
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
繁
殖
」
と
「
伝
播
」
に
相
当

す
る
と
言
え
る
が
、
彼
は
さ
ら
に
「
個
体
発
生

O
昇。
m
g
gゆ
」
と
「
系
統
発
生

3
H
1
0
m
g
g
o」
と
い
、
つ
も
う
一
組
の
対
立
概
念
を
超

越
論
的
分
析
の
「
手
引
き
」
と
し
て
導
入
し
て
い
る
。
自
然
科
学
的
概
念
に
基
づ
く
分
類
は
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い

が
、
「
世
代
性
」
を
め
ぐ
る
多
面
的
な
超
越
論
的
分
析
を
整
理
す
る
上
で
は
有
益
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
(
一
)
個
体
の
身
体
的

発
生

(
二
)
種
の
身
体
的
発
生
、

(
三
)
「
心
理
学
的
系
統
発
生
」

の
順
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
析
内
容
を
概
観
す
る
。

( 

) 

例
え
ば
「
世
代
発
生
的
連
関
は
新
生
児
、
:
:
:
い
わ
ゆ
る
胎
児
問
Eσ
弓
0
5ロ
を
包
括
す
る
」
(
凶
J

〉
口
∞
)
と
言
わ
れ
る
よ

、つに、

フ
ッ
サ
l
ル
は
生
物
学
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
個
体
発
生
」
、
よ
り
端
的
に
は
「
生
殖
」
の
問
題
を
現
象
学
の
事
象
と
見
定
め
て
い

る
。
別
稿
で
は
、
そ
う
し
た
身
体
的
発
生
を
そ
も
そ
も
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
、
「
交
接
関
。
℃
己
主
H
C
D
」
即
ち
「
相
互
主
観
的
な
「
生

殖
行
為

N
g
mロ
ロ
凶
器
片
己
」
(
阿
戸
思
吋
)
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
は
異
性
へ
の
「
性
的
渇
望
」
が
考
察
の
祖
上
に
の
せ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
際
、
性
的
欲
求
は
自
我
か
ら
発
す
る
能
動
的
な
志
向
性
と
し
て
で
は
な
く
、
「
自
我
な
き
円
n
E
C印
」
受
動
的
志
向
性
、
即
ち
「
衝
動

志
向
性
斗
ユ
与
E
R
E
-。
ロ
巳
円
片
山
門
」
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
の
だ
が
、
個
体
の
誕
生
を
性
的
な
「
衝
動
志
向
性
」
と
そ
の
「
充
実
」
に
関
係

付
け
る
こ
の
分
析
は
、
個
体
発
生
の
枠
組
み
を
越
え
て
、
動
物
か
ら
「
人
聞
に
ま
で
至
る
」
段
階
系
列
の
全
体
を
包
括
的
に
捉
え
る
観

点
へ
と
結
び
つ
く
。
「
あ
ら
ゆ
る
モ
ナ
ド
は
本
質
に
即
し
て
世
代
発
生
的
連
関
の
う
ち
に
あ
る
」
(
阿
〈

wsε
と
言
わ
れ
る
と
き
、
そ
こ

で
は
既
に
生
物
進
化
の
「
系
統
発
生
」
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

( 

ー
) 

「
人
間
な
ら
び
に
或
る
種
の
動
物
の
世
代
発
生
的
連
関
、
そ
れ
か
ら
系
統
発
生
的
に
さ
ら
に
進
ん
で
、
あ
ら
ゆ
る
動
物
種
が
世

代
発
生
的
統
一
へ
、
血
統
の
統
一
へ
と
結
び
付
く
。
最
終
的
に
は
有
機
的
存
在
一
般
の
統
一
へ
と
結
び
付
く
」
(
同
戸
口
。
)
。
フ
ッ
サ
l



ル
は
「
系
統
発
生
」
と
い
う
生
物
学
的
概
念
を
も
と
に
、
「
有
機
的
存
在
一
般
」
を
包
摂
す
る
壮
大
な
目
的
論
を
構
想
し
て
い
た
。
彼
に

よ
れ
ば
「
種
概
念
は
物
体
の
概
念
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
『
目
的
論
的
概
念
」
」
(
凶
凶
只
i

臼
∞
月
σ・
)
で
あ
る
。
自
然
界
に
お
け
る
動

物
種
の
「
『
現
存
在
』
を
め
ぐ
る
争
い
」
は
と
き
に
、
「
種
の
新
生

zgm刷
。
ぴ
ロ
ユ
」
や
「
新
た
な
生
存
条
件
へ
『
適
合
」
し
た
種
の
変
化
」

(
}
門
戸
。
。
。
)
と
い
っ
た
出
来
事
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
、
種
の
連
続
性
を
支
配
す
る
「
繁
殖
司
C
ユ
匂
白
山
口
N
C
口
問
の
法
則
」
(
凶
阿
国
ι

出
吋
)

フッサールの「世代発生的考察」について

は
決
し
て
、

種
の
平
坦
な
存
続
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
。
彼
は
「
狼
」
と
い
う
種
の
誕
生
を
範
例
に
採
り
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。
「
狼
の
原
創
設
は
、
以
前
の
生
殖
的
な
種
に
お
け
る
こ
の
異
常
な
も
の
が
、
新
た
な
目
的
論
的
状
況
の
安
定
性
に
よ
っ
て
『
狼
』
〔
と

い
う
種
〕
の
目
的
論
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
」
(
凶
凶
門
戸
出
。
)
と
。

フ
ッ
サ

i
ル
は
こ
の
よ
う
に
、
系
統
発
生
に
お

け
る
種
の
分
化
や
環
境
へ
の
適
合
を
支
配
す
る
「
繁
殖
の
法
則
」
を
「
目
的
論
の
法
則
」
(
凶
阿
見
J

向
。
)
と
し
て
捉
、
え
る
。
そ
し
て
人

間
種
の
原
創
設
に
よ
っ
て
、
精
神
的
な
世
代
性
、

即
ち
意
味
伝
播
の
可
能
性
が
切
り
開
か
れ
る
。

フ
ッ
サ

l
ル
は
系
統
発
生
的
連
関
に
対
し
て
「
他
の
世
代
性
」
、

つ
ま
り
「
人
格
的
存
在
に
も
っ
ぱ
ら
特
有
の
」
(
}
門
戸
口
∞
)

( 

一一一) 
世
代
性
を
取
り
上
げ
、
「
自
然
的
な
人
格
的
連
帯
」
か
ら
「
人
間
民
族
昌

B
R
Zロ
g]付
」
と
し
て
の
「
全
体
的
連
帯
」
に
ま
で
至
る
人

類
の
い
わ
ば
精
神
史
的
発
展
に
言
及
し
て
い
る
。
以
下
で
は
ま
ず
人
類
が
辿
っ
た
と
さ
れ
る
「
歴
史
性
」
の
諸
段
階
を
示
し
た
い
。

「
種
」
と
し
て
誕
生
を
遂
げ
た
ば
か
り
の
段
階
、

即
ち
「
根
源
的
な
ア
ニ
ミ
ズ
ム
」
(
凶
凶
ロ
ハ

is
に
お
い
て
、
人
聞
は
「
本
質
に
即

し
た
歴
史
的
意
識
を
欠
い
た
、
史
的
現
在
」
(
凶
凶
只
一

L)
を
生
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
消
え
失
せ
た
過
去
を
対
象
化
し
得
る
「
普
遍
的
」

な
知
の
欠
如
と
い
う
点
に

フ
ッ
サ

i
ル
は
原
始
的
な
人
間
と
動
物
と
の
連
続
性
を
見
出
し
、
こ
れ
を
「
潜
在
的
歴
史
性
の
原
段
階

d
g
E問
。
」
(
凶
凶
只
し
印
)
と
呼
ぶ
。
人
聞
が
他
の
動
物
を
完
全
に
凌
駕
し
、
こ
の
「
原
段
階
」
を
超
克
し
た
の
は
、
「
民
族
〈
。
]
片
」
的

39 

に
有
意
義
な
過
去
の
諸
事
実
を
秩
序
付
け
、
文
献
と
し
て
保
存
す
る
「
史
料
編
纂
目
的
言
ユ
O

唱
者
}
回
目
立
の
技
術
を
獲
得
し
た
が
故
で
あ
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る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
た
段
階
を
彼
は
「
第
一
の
歴
史
性
国

E
C円
E
S己
(
凶
阿
見
ー
さ
)
と
呼
ぴ
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
お
け
る

「
学
問
」
の
原
創
設
を
機
に
人
類
が
我
が
も
の
と
し
た
「
理
論
的
態
度
」
、
即
ち
「
第
二
の
歴
史
性
」
(
凶
M

口
凶
i
b
)
と
は
区
別
し
て
い

る
そ
れ
で
は
歴
史
を
通
じ
て
の
意
味
「
伝
播
」
は
い
か
に
し
て
展
開
さ
れ
得
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
幾
何
学
の
起
源
」
へ
の
遡
及
的
分
析

が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
幾
何
学
の
創
始
者
個
人
の
う
ち
に
生
じ
た
何
ら
か
の
主
観
的
形
象
が
、
世
代
を
通
じ
て
イ
デ
ア
l
ル
な
客

観
性
を
獲
得
し
た
所
以
は
、
「
自
己
移
入
」

の
機
能
と
「
一
言
語
」
、

と
り
わ
け
文
字
表
現
の
「
潜
在
化
し
た
伝
達
三
円
吉
巴

modg邑
g
o

宮
正
巳

]Sm」
(2・
ω
己
)
機
能
に
あ
る
。

つ
ま
り
文
化
的
意
味
の
「
伝
統
化
」
は
、
先
人
た
ち
の
「
史
料
編
纂
」
と
、
後
世
の
人
々
に

よ
る
、
文
字
記
号
に
「
沈
殿
」
し
た
根
源
的
意
味
の
「
再
活
性
化
月

g富山
i
o
E口
問
」
作
用
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

そ
も
そ
も
「
心
理
学
的
系
統
発
生
」
と
い
う
表
現
に
は
、

生
物
学
的
な
種
の
分
化
や
多
様
性
に
相
当
す
る
も
の
が
、
意
味

伝
播
の
過
程
に
お
い
て
も
生
ず
る
と
い
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
「
民
族
」
の
分
化
が
生
み
出
す
文
化
的
多
様

性
や
、
文
化
聞
の
相
互
理
解
な
ど
も
ま
た
、
意
味
の
世
代
的
発
生
の
根
幹
に
関
わ
る
事
象
と
し
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。

第

節

故
郷
と
異
郷
に
関
す
る
世
代
発
生
的
考
察

世
代
の
連
鎖
の
中
で
、
人
間
と
い
う
種
の
内
部
で
も
絶
、
え
ず
「
民
族
」
単
位
で
の
分
化
と
拡
大
が
進
行
し
、

そ
の
結
果
、
比
較
的
近

し
い
関
係
に
あ
る
部
族
や
、
も
は
や
交
渉
不
可
能
な
ほ
ど
に
か
け
離
れ
た
異
民
族
な
ど
、
様
々
な
民
族
的
共
同
体
が
生
ま
れ
て
は
繁
栄

し
、
あ
る
い
は
滅
亡
を
む
か
え
る
。
地
理
的
、
歴
史
的
な
文
化
の
多
様
性
は
「
伝
統
」
の
相
違
と
し
て
、
例
え
ば
原
初
的
段
階
で
は
「
神

話
富
山

λgm」
に
反
映
さ
れ
る
世
界
統
覚
の
体
系
的
相
違
な
ど
と
し
て
現
れ
る
。
こ
う
し
た
人
間
的
「
世
代
性
」
の
多
様
に
目
を
向
け
る



と
き
、
意
味
伝
播
の
運
動
は
、
自
己
移
入
や
言
語
の
機
能
に
基
づ
く
「
伝
統
化
」
の
過
程
の
み
な
ら
ず
、
世
代
性
を
異
に
す
る
異
他
的

な
民
族
と
の
遭
遇
と
い
う
観
点
か
ら
も
考
察
さ
れ
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
は
「
心
理
学
的
系
統
発
生
」
に
お
い
て
「
切
り
離
さ
れ
た
諸
々

の
世
代
性
の

B
R山
広
三
毘
件
。
ロ
」
(
凶
}
口
MU--S)
と、

そ
の
意
味
的
「
統
合
」
に
関
わ
る
世
代
発
生
的
問
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

生
物
学
的
な
「
個
体
発
生
」
と
「
系
統
発
生
」
の
連
関
を
考
慮
す
れ
ば
、
人
類
の
「
心
理
学
的
系
統
発
生
」
に
対
し
て
、

フッサールの「世代発生的考察」について

人
間
の
〈
心
理
学
的
な
個
体
発
生
〉
と
い
う
も
の
も
ま
た
世
代
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
意
義
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
。
成
熟
し
た
大

人
へ
と
至
る
ま
で
の
「
幼
児
」
の
心
理
的
成
長
は
超
越
論
的
に
見
れ
ば
、
周
囲
世
界
の
地
平
的
拡
大
に
伴
う
統
覚
シ
ス
テ
ム
の
推
移
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
。
し
か
し
幼
児
期
へ
の
遡
及
的
聞
い
に
よ
っ
て
露
呈
さ
れ
る
個
的
な
発
生
を
、
直
ち
に
世
代
発
生
的
考
察
の
成
果
と

見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
個
々
の
人
聞
は
必
然
的
に
自
ら
の
世
代
発
生
的
(
民
族
的
)
連
関
の
中
で
生
き
る
」
(
凶
凶
只

is
と
い
う

観
点
に
立
つ
と
き
、
佃
的
な
生
に
お
け
る
意
味
伝
達
の
過
程
は
、
自
己
国
有
の
伝
統
の
継
承
と
、
異
な
る
文
化
的
伝
統
へ
の
理
解
、
こ

の
双
方
を
契
機
と
す
る
包
括
的
な
「
世
代
発
生
的
(
民
族
的
)
連
関
」
の
抽
象
化
さ
れ
た
一
一
酬
と
見
な
さ
れ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
ス
タ
イ
ン
ボ
ツ
ク
は
端
的
に
、
「
世
代
性
」
は
「
最
も
包
括
的
な
」
方
法
に
よ
っ
て
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
「
現
象
学
の

(
5
)
 

最
も
具
体
的
な
次
元
」
に
属
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
は
こ
の
「
最
も
包
括
的
な
」
世
代
発
生
的
現
象
学
の
方
法
を
、
フ
ッ
サ

ー
ル
自
身
が
方
法
論
的
に
定
式
化
し
た
発
生
的
現
象
学
と
対
比
し
て
次
の
よ
う
に
特
徴
付
け
る
。
即
ち
「
個
的
な
主
観
性
、
同
時
代
の

個
々
人
の
共
時
的
領
野
、
自
我
論
に
お
い
て
基
礎
付
け
ら
れ
た
相
互
主
観
性
、
こ
れ
ら
の
生
成
に
制
限
さ
れ
た
発
生
的
分
析
と
は
対
照

的
に
、
世
代
発
生
的
現
象
学
が
取
り
扱
う
諸
現
象
は
、
ま
さ
に
そ
も
そ
も
の
始
ま
り
か
ら
、
歴
史
的
、
地
理
的
、
文
化
的
、
相
互
主
観

(
6
)
 

的
で
規
範
的
な
諸
現
象
で
あ
る
」
と
。
彼
は
個
人
の
生
に
制
約
さ
れ
な
い
現
象
と
し
て
、
「
故
郷
世
界
」
と
「
異
郷
世
界
」
の
対
立
概
念

41 

を
世
代
発
生
的
現
象
学
の
根
本
的
な
枠
組
み
と
し
て
据
え
る
が
、

そ
の
際
、
両
者
は
「
共
l

世
代
発
生
的

8
・mgogP10」
な
も
の
と
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解
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
故
郷
と
異
郷
に
対
す
る
経
験
様
式
は
「
共
に
」
連
関
し
な
が
ら
他
方
を
暗
黙
の
う
ち
に
「
限
界
づ
け
る
経
験
遂

彼
に
よ
れ
ば
こ
の
「
限
界
づ
け
る
経
験
遂
行
に
は
『
我
有
化
告
官
。
買
紅
色
。
己

と
『
侵
犯
可
ωロ
mmzzzロ
』
と
い
う
こ
つ
の
様
式
が
あ
る
。
こ
の
構
成
的
な
二
重
奏
仏
ロ
巳
は
、
故
郷
の
我
有
化
的
経
験
を
通
じ
た
呉

、
(
7
)

郷
の
共
構
成
、
そ
し
て
異
郷
の
侵
犯
的
経
験
を
通
じ
た
故
郷
の
共
l

構
成
と
し
て
展
開
さ
れ
る
」
。
「
我
有
化
」
と
は
、

行
口
E
E巴
日
℃
巾
門
戸
g
n
E
m」
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

故
郷
の
文
化
的

伝
統
を
引
き
受
け
る
意
味
構
成
の
過
程
で
あ
り
、
こ
れ
を
通
じ
て
異
郷
が
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
馴
染
み
の
な
い
「
異
常
な
も
の
」
と

(8) 

し
て
、
暗
黙
の
う
ち
に
限
界
づ
け
ら
れ
て
共
に
構
成
さ
れ
る
。
ま
た
「
異
郷
と
の
侵
犯
的
遭
遇
」
に
よ
っ
て
は
、
異
郷
が
「
異
常
な
も

の
」
と
し
て
構
成
さ
れ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
異
常
性
」
の
出
現
に
よ
っ
て
「
正
常
性
」
そ
の
も
の
が
際
立
た
せ
ら
れ
、
故
郷
的
な
も
の

が
限
界
点
に
お
い
て
同
時
に
共
!
構
成
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

ス
タ
イ
ン
ボ
ッ
ク
は
二
項
の
「
還
元
不
可
能
性
」
を
主
張
し
、
こ

(
9
)
 

れ
ら
が
「
一
切
を
包
括
す
る
『
一
つ
の
世
界
」
」
と
い
っ
た
「
よ
り
高
次
の
統
一
へ
統
合
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

さ
て
、
故
郷
と
異
郷
の
「
共
1

世
代
発
生
的
」
解
釈
に
基
づ
い
て
、

彼
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
故
郷
と
異
郷
は
止
揚
不
可
能
な
根
本
的
枠
組
み
と
し
て
存
立
し
、
「
一
つ
の
世
界
」
は
そ
の
「
統
合
」
の
結
果
、

最
終
的
に
達
成
さ
れ
得
る
高
次
の
世
界
と
見
な
さ
れ
る
の
だ
が

」
の
過
程
の
現
実
的
な
実
現
可
能
性
を
彼
は
承
認
し
な
い
。

む
し
ろ
「
一
つ
の
世
界
」
を
証
示
す
る
自
然
素
朴
な
経
験
が
先
行
し
、
そ
の
地
盤
に
基
づ
い

(
日
)

て
の
み
故
郷
と
異
郷
の
分
化
が
明
示
化
さ
れ
得
る
と
す
る
批
判
的
見
解
が
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
批
判
の
論
拠
は
実
際
、

し
か
し
こ
う
し
た
主
張
に
対
し
て
は
、

フ
ッ
サ

l

ル
自
身
が
随
所
で
記
し
て
い
る
。
「
第
五
省
察
」
に
お
い
て
も
、
異
文
化
へ
の
具
体
的
な
接
近
の
根
底
に
は
、
万
人
に
と
っ
て
無
条
件
的

に
接
近
可
能
な
「
自
然
の
共
通
性
」

(
F
E
S
が
存
す
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
見
解
は
草
稿
に
お
い
て
「
自
然
の
脱
神

話
化
問
再

5
1
z
a
o
Eロ
肉
」
を
め
ぐ
る
議
論
へ
と
掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
諸
々
の
民
族
は
自
己
固
有
の
世
代
性
に
基
づ
い
て



様
々
な
「
神
話
」
を
形
成
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
異
な
る
神
話
の
中
に
は
や
は
り
、
「
同
じ
大
地
」
や
「
同
じ
天
空
」
、
さ
ら
に
は

「
地
震
、
洪
水
、
嵐
と
い
っ
た
同
じ
類
型
の
出
来
事
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
(
凶
阿
見

Jt)。
彼
の
明
言
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

「
い
か
な
る
民
族
、
そ
の
民
族
の
い
か
な
る
者
に
と
っ
て
も
、
民
族
的
な
周
囲
世
界
は
、
普
遍
的
な
(
全
人
類
的
)
大
地
地
盤
開
丘
σ。
骨
ロ

の
統
一
に
関
係
付
け
ら
れ
て
い
る
」
(
凶
凶
只
iω
∞)
の
で
あ
る
。

フッサールの「世代発生的考察」について

へ
ル
ト
は
ま
た
、
論
文
「
故
郷
世
界
、
異
郷
世
界
、

一
つ
の
世
界
」

の
中
で
、
本
来
的
な
世
代
性
、

即
ち
「
神
話
的
に
物
語
る
世
代

性
」
に
対
し
て
、
そ
の
「
先
行
形
式
」
を
為
す
も
の
を
、
フ
ッ
サ

i
ル
が
「
原
世
代
発
生
的
な
も
の
門
凶
器
己
認

2
2巳
守
巾
」
(
阿
〈
wbω)

と
呼
ん
だ
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
を
「
死
」

(
日
)

受
さ
せ
る
「
欠
乏
の
満
足
」
な
ど
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
へ
ル
ト
は
、
異
文
化
の
「
神
話
と
歴
史
」
が
ど
れ
ほ
ど
異
質
な
も
の
で
あ
る

へ
と
追
い
や
る
「
欠
乏
状
態
」
や

わ
れ
わ
れ
に
「
再
生
」
を
感

に
せ
よ
、
そ
れ
に
対
す
る
「
史
的
な
自
己
移
入
」
は
、
そ
の
「
先
行
形
式
」
と
し
て
の
「
原
世
代
性
巴
括
B
R
E
Z芹
伎
の
理
解
」
が
起

(ロ)

点
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
展
す
る
と
考
え
る
。
し
か
し
「
原
世
代
性
」
や
「
脱
神
話
化
」
さ
れ
た
「
自
然
」
と
い
っ
た
最

低
限
度
の
共
通
理
解
が
、

異
な
る
伝
統
に
対
す
る
自
己
移
入
を
促
す
と
し
て
も
、

そ
れ
は
故
郷
と
異
郷
の
「
統
合
」

の
結
果
と
し
て
最

終
的
に
確
立
す
る
と
見
な
さ
れ
た
「
一
つ
の
世
界
」
と
同
一
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
本
節
を
締
め
括
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
「
一
つ

の
世
界
」

へ
の
文
化
的
統
合
の
可
能
性
に
つ
い
て
再
度
、
考
察
し
た
い
。

そ
も
そ
も
異
郷
世
界
へ
の
理
解
が
順
調
に
進
ん
だ
と
き
、

そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
の
は
や
は
り
地
平
的
に
拡
大
さ
れ
た
故
郷
世
界

に
他
な
ら
ず
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
あ
く
ま
で
も
「
有
限
の
世
界
」
に
留
ま
る
。
「
諸
々
の
生
活
世
界
と
諸
世
代
の
綜
合
は
:
:
:
或
る
無

限
の
世
界
を
『
可
能
な
経
験
の
世
界
』
と
し
て
生
み
出
し
は
し
な
い
」
(
凶
戸
N

ミ
)
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
類
全
体
を
一
様
に
包
括

43 

す
る
「
一
つ
の
世
界
」
、
「
無
限
の
世
界
」
は
単
な
る
「
理
念
」
(
凶
戸
H

白
河
σ・
)
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
を
異
文
化
理
解
の
結
果
生
み
出
さ
れ
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(
日
)

た
有
限
の
故
郷
世
界
と
混
同
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
学
問
の
理
念
が
「
無
限
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
し
て
事
実
的
な
世
代
の
連
鎖
に

託
さ
れ
た
よ
う
に
、
諸
民
族
を
等
質
的
に
内
包
し
得
る
「
人
類
」
全
般
に
と
っ
て
共
通
の
世
界
と
い
う
も
の
も
ま
た
、
世
代
の
連
鎖
の

中
で
実
際
に
完
全
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
稿
で
は
詳
し
く
論
ず
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
民
族
を
超

え
た
全
人
類
の
統
一
を
、

フ
ッ
サ
!
ル
が
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
」
な
「
学
問
」
の
伝
播
に
託
し
た
と
い
う
こ
と
も
一
つ
の
事
実
で
あ
る
。

結

語

そ
も
そ
も
世
代
発
生
的
問
題
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
た
の
は
「
誕
生
と
死
」
の
現
象
で
あ
っ
た
。
世
代
の
連
鎖
は
他
者
の
「
誕
生
と
死
」

を
契
機
と
し
て
継
続
さ
れ
る
。
超
越
論
的
現
象
学
は
こ
れ
を
、
還
元
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
る
超
越
論
的
領
界
の
中
で
考
察
す
る
。
「
第
五

省
察
」
の
た
め
の
準
備
草
稿
に
お
い
て
、

フ
ッ
サ
l
ル
は
「
何
ら
か
の
意
味
で
私
の
超
越
論
的
端
緒
を
動
機
づ
け
、
『
基
礎
づ
け
る
」
も

の
は
何
か
。
私
の
両
親
や
更
な
る
先
祖
と
の
世
代
発
生
的
連
関
で
あ
ろ
う
か
」
(
凶
戸

ω∞
)
と
問
う
て
い
る
が
、
「
両
親
や
更
な
る
先
祖
」

に
対
す
る
私
の
依
存
関
係
は
、
自
然
的
構
、
え
を
採
る
限
り
極
め
て
自
明
な
事
柄
で
あ
る
。
し
か
し
還
元
に
よ
っ
て
こ
の
自
明
性
は
「
他

者
、
世
代
、
世
界
の
、
私
の
エ
ゴ
へ
の
超
越
論
的
な
依
存
」
(
凶
戸

ω
∞
)
関
係
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
こ
の
超
越
論
的
な
エ
ゴ
そ
の
も
の
の
「
誕
生
と
死
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
フ
ッ
サ
l
ル
は
「
超
越
論
的
自
我
」

の
「
不
死
性
」
お
よ
び
「
誕
生
す
る
と
い
う
こ
と
の
不
可
能
性
」

(up
勾
ご
を
主
張
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
い
か
な
る
人
間
I

自

我
も
自
己
の
う
ち
に
或
る
仕
方
で
自
ら
の
超
越
論
的
自
我
を
含
み
持
っ
て
お
り
、

そ
の
超
越
論
的
自
我
は
死
ぬ
こ
と
な
く
、
ま
た
生
ま

れ
る
こ
と
も
な
く
、

そ
れ
は
生
成
に
お
け
る
永
遠
の
存
在
で
あ
る
」
(
}
戸
混
同
)
と
。
彼
は
晩
年
、
「
世
代
」
を
意
味
付
け
る
こ
の
不
生

不
滅
の
エ
ゴ
に
付
き
纏
う
「
本
質
上
の
暖
昧
性
」
を
指
摘
し
て
い
る
。
全
人
類
が
超
越
論
的
エ
ポ
ケ
l
に
服
す
る
以
上
、

還
元
に
よ
っ



て
到
達
さ
れ
る
こ
の
「
エ
ゴ
」
に
「
人
称
代
名
詞
」
の
区
別
を
持
ち
込
む
こ
と
は
無
意
味
で
あ
り

2
F
Z∞
)
、
従
っ
て
こ
れ
を
日
常
的

な
「
私
」
と
い
う
意
味
か
ら
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

フ
ッ
サ
l
ル
に
よ
れ
ば
、

死
す
べ
き
人
間
の
一
人
に
過
ぎ
な
い
こ
の

「
私
」
は
、

無
人
称
に
し
て
不
死
の
超
越
論
的
エ
ゴ
の
自
己
客
観
化
的
様
態
に
他
な
ら
な
い
。
親
や
先
祖
、
世
代
に
対
す
る
私
の
自
然

的
な
依
存
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
超
越
論
的
に
究
明
さ
れ
る
。

フッサールの「世代発生的考察Jについて

本
稿
で
は
フ
ッ
サ
l
ル
の
世
代
発
生
的
考
察
を
「
生
の
繁
殖
」
と
「
意
味
の
伝
播
」
と
い
う
観
点
か
ら
整
理
し
た
が
、
最
後
に
一
連

の
考
察
を
モ
ナ
ド
論
の
文
脈
で
捉
え
直
し
た
い
。
「
究
極
的
な
存
在
認
識
が
『
形
而
上
学
的
』
と
呼
ば
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
真

で
あ
る
と
す
れ
ば
」

(
F
E
g
、
世
代
発
生
は
現
象
学
的
意
味
で
の
モ
ナ
ド
論
的
「
形
而
上
学
」
に
属
す
る
課
題
で
あ
る
。
生
や
系
統
発

生
の
文
脈
に
通
じ
る
も
の
と
し
て
、
フ
ッ
サ
i
ル
は
「
個
々
の
モ
ナ
ド
の
可
死
性
の
も
と
で
の
モ
ナ
ド
全
体
の
『
不
死
性
」
」
(
凶
戸

zg

と
い
っ
た
記
述
を
残
し
て
い
る
。
個
々
の
生
命
の
「
誕
生
と
死
」
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
世
代
連
関
そ
の
も
の
、
即
ち
世
界
を
歴
史
的

に
構
成
す
る
「
生
命
」
そ
の
も
の
は
、
全
体
と
し
て
決
し
て
滅
び
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
以
下
の
引
用
か
ら
は
、
こ
の
不

減
の
生
命
の
う
ち
に
含
ま
れ
た
意
味
伝
播
の
可
能
性
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
或
る
モ
ナ
ド
、
例
え
ば
死
に
ゆ
く
人
間
の
モ
ナ

ド
は
そ
の
遺
産
を
失
わ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
絶
対
的
な
眠
り
へ
と
沈
み
ゆ
く
。
そ
の
と
き
も
ま
た
、

そ
の
モ
ナ
ド
は
何
ら
か
の
仕
方

で
モ
ナ
ド
全
体
に
お
い
て
機
能
す
る
」
(
凶
J
〉

g
s。

わ
れ
わ
れ
は
ま
さ
に
後
世
を
担
う
者
と
し
て
、
身
体
的
に
は
死
を
迎
え
「
絶
対
的
な
眠
り
」
に
あ
る
先
人
た
ち
の
所
産
を
「
再
活
性

化
」
し
な
が
ら
「
伝
統
」
と
し
て
引
き
受
け
、
未
来
へ
と
継
承
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
可
能
性
は
原
理
上
、
異
な
る
民
族
の
伝
統

45 

フ
ッ
サ
l
ル
の
世
代
発
生
的
考
察
は
「
生
殖
」
の
問
題
を
取
り
扱
う
一
方
で
、
こ
の
地
理
的
、
歴
史
的

に
遂
行
さ
れ
る
文
化
的
な
意
味
理
解
と
意
味
伝
播
の
運
動
を
、
超
越
論
的
還
元
が
開
示
す
る
「
エ
ゴ
」
の
場
に
お
い
て
解
明
す
る
こ
と

に
対
し
て
も
聞
か
れ
て
い
る
。
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を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

、注

フ
ッ
セ
リ
ア
l
ナ
か
ら
の
引
用
は
巻
数
を
ロ
ー
マ
数
字
、
頁
数
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
略
記
し
た
上
で
本
文
中
の
括
弧
内
に
付
す
。
た
だ
し
、

編
集
者
の
序
文
か
ら
引
用
す
る
場
合
は
、
巻
数
、
頁
数
と
も
に
ロ
ー
マ
数
字
で
表
記
し
、
文
末
脚
注
に
記
す
。
な
お
本
稿
に
お
い
て
引
用
し

た
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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E
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SUMMARY 

Über Husserls generative Überlegung 

Naoya MAEDA 

In seinem späten Denken untersucht Edmund Husserl die 
Geschichte, besonders die Tradition der europäischen Wissenschaften. 
Seit etwa 1930 wurde seine transzendentale Analyse allmählich 

erweitert und vertieft in Richtung auf die 'Generation'. Er beschreibt 
oft die Generationsverkettung mit dem Wort 'fortpflanzen' oder 

'Fortpflanzung'. Mit diesem Wort können wir seine Überlegungen über 

die Generation vorläufig in zwei Teile einteilen. Einerseits themat­
isieren die generativen Überlegungen den sich biologisch fortpflanzen­

den Prozess, durch den eine Generation spätere Generationen gebärt 

und die Verkettung des Lebens fortsetzt. Andererseits analysieren sie 
den sich geistig fortpflanzenden psychologischen Prozess, wodurch die 

Ergebnisse der menschlichen konstitutiven 'Leistungen' von Generation 
zu Generation als Tradition überliefert werden. So erfasst Husserl mit 
seinem eigenen transzendentalen Begriff der 'Generativität', was die 
Fortpflanzung von Leben und Sinn ermöglicht. 

Diese Abhandlung behandelt seine generativen Überlegungen unter 

drei Gesichtspunkten. Erstens handelt es sich um seine wissenschaftliche 
Absicht. Er schätzt die "Cartesianische (n) Idee einer Philosophie als 
einer universalen Wissenschaft aus absoluter Begründung" hoch, aber 
hält es für selbstverständlich, dass "die praktische Durchführbarkeit" 
von der Idee als ein unendliches Programm der künftigen Generations­
verkettung überlassen wird (I, 178). Zweitens zeichne ich die genera­
tiven Überlegungen in Umrissen in Bezug auf die biologische Ontogenese 

und Phylogenese und die psychologische Phylogenese. Drittens sehe 
ich, mit Hilfe Steinbocks generativer Phänomenologie, die kulturelle 
Einfühlung zwischen Heimwelt und Fremdwelt als das Problem "der 
getrennten Generativitäten" (XXIX, 62) und der Synthese derselben 
an. Darin zeigt sich, dass Heimwelt und Fremdwelt nicht in einer alles 
umfassenden Welt vereinigt werden können. 
-=\'--'7- r : iltft, ~~t7E, i'iX~JlIl, ~~n~ 




